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～まずは､ココをハッキリと■序章１：基本的な視点

Ⅰ： という状態を分類｢読み書きが苦手｣

◆タイプＯ：そもそも､｢読み書きが出来る暦(生活)年齢｣に達していない場合
……言うまでもなく､論外

◆タイプＡ：｢知的な遅れ｣があり､読み書きの｢発達年齢｣に達していない場合

➡子どもの｢発達年齢｣に合った"課題学習"で対応する必要あり
……今回の対象からは除外

◆タイプＢ：知的な遅れはないし､知能検査上では遅れはないのに､下位項目

では凸凹が激しく､ or の状態に｢局所性学習症 ｣ ｢学習障害 ｣(sLD) (LD)

読みが苦手 書字が苦手ある～ であったり
……今回の対象になる可能性は大

◆タイプＣ：知的には問題はない､あったとしても通常学級に在籍できている

＋ や の傾向があるor診断が出ていて……自閉性障害(ASD) ADHD
・文字がうまく書けない

・枠からはみ出る
・問題文を読み飛ばしてしまう

といった や を抱えている読みの苦手さ 書字の苦手さ
……今回の対象になる可能性は大

｢基礎感覚｣Ⅱ： を支えている脳の栄養素が｢基礎学力｣
⬇ ⬇

･読む･書く･計算する
･聞く･話す･推論する

……今年度４月の資料をお手元に■序章２：復習編
． ～読み書きが苦手となる こそが今回のメインテーマ１ ｢ ｣原因 と｢ ｣理由 ｢原因｣

． ～読み書きが苦手になる は？➡教える大人の問題､大２ ｢ ｣メリットの法則 ｢メリット｣

．総合的に見(観･視･診)る＝ がメインテーマ３ ｢ ｣氷山モデル を活用 ～｢ ｣ウィークポイント(つまずきどころ)

という原理もアリ４．更に､ヒトの には行動 ｢ ｣習慣化(パターン化)
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■第１章： に必要な発達の力ってなに？｢読み･書き｣

え～っ､こんなにあるの？Ａ： ために必要な発達の諸能力……｢読む｣

１． ／目の前の文字や文章への､ (興味･関心･好奇心) 機能注意力 ｢注意 を向け続ける｣

～元々､読むことに興味が持てない知能だったら論外だけど､｢覚醒レベルが下がっている｣と……

～見えない､見にくいといった視力障害があれば論外だけど､｢視覚の過敏さがある｣と……

※ には､３つの機能のバランスが必要注意力(＝注意の集中･持続)

１）その対象に､注意を向け｢ 機能｣……この機能が暴走しているときが｢過集中｣続ける

２）別の対象に､注意を向け｢ 機能｣……この機能が暴走しているときが｢転導性｣変える

３）元の対象に､注意を向け｢ 機能｣…… が､この３つの機能のバランスを調整もどす ｢覚醒レベル｣

２． ／目の前の文字に､眼軸(視軸)を向ける＝ (脳の ) 機能目の向き ｢動眼系 ｣ネットワーク

３． ／目の前の文字に､｢焦点を合わせる(水晶体の厚み調整)｣機能焦点合わせ

～そもそも､強度の近視･遠視･乱視などの があれば､メガネなどの対応が必要です｢屈折異常｣

４． ／文字という図形の､ (図と地の弁別,上下左右の知覚 etc) 機能視空間認知 ｢視知覚 ｣

～知的な問題がなくても､｢ボディーイメージが未発達｣だと……

→自分の体(ボディー)を基軸にした､｢輪郭把握｣や｢上下･左右･前後｣といった位置や向きの認知

５． ／文字列の行末まで､眼軸(視軸)をトレース＝ (脳の ) 機能滑らかな追視 ｢動眼系 ｣ネットワーク

【 】

６． ／次の行頭に､眼軸(視軸)を瞬時に移動させる＝ (脳の ) 機能素早い追視 ｢動眼系 ｣ネットワーク

【滑らかに目を動かす( )ときも､見る位置を素早く動かす( )にも､滑動性の眼球運動 跳躍性の眼球運動

その背景に｢平衡感覚｣の情報による眼球運動機能との密接な が必要】神経回路(前庭－動眼系)の発達

７． ／これら活動を､何回も繰り返していくだけの 機能注意力 ｢注意の集中･持続｣

～そもそも､興味のない文章だったら論外だけど､｢覚醒レベルが下がっている｣と……

～見えない､見にくいといった視力障害があれば論外だけど､｢視覚の過敏さがある｣と……
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８． ／｢左右の大脳が､役割分担 ＆ 連携させてはたらく状態｣ラテラリティー
⬇ ⬇
｢分離 － 協応｣

｢利き側 が発達｣した状態１）一般的には､ (利き手･利き足･利き目･利き耳 etc)

２） だと……ラテリティーが未発達

①身分の体の右側の物は右手で取り､左側の物は左手で取る頻度が圧倒的に多い

＝正中線を交差させる動作が苦手

②両手を使うときに､左右を別々に動かすことがうまく出来ない

③書字や描画､食事などで､右(左)手だけで操作し､反対の左(右)手が出てくることが少ない

④左右方向での｢追視｣を観察すると､正中線を超えるところで不規則な目の揺れが生じやすい
(Mid-line Jerk)

【岩田誠・監修：脳のすべてがわかる本,p32,ナツメ社,2011】

(＝言語中枢)は､｢左脳｣にしか形成されない３）また､｢言葉｣を司る脳の回路

(ごくたまに､右脳に言語中枢が発達する人もいるが､ )左右の脳には形成されることはない

【岩田誠・監修：脳のすべてがわかる本,p158,ナツメ社,2011】【岩田誠・監修：脳のすべてがわかる本,p158,ナツメ社,2011】

４）奇妙な出来事：もし､左右の脳をつなぐネットワーク(＝脳梁)が切断されてしまうと……

【岩田誠・監修：脳のすべてがわかる本,p32,ナツメ社,2011 【岩田誠・監修：脳のすべてがわかる本,p33,ナツメ社,2011】】
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５）｢言葉｣の発達だけでなく、 を育てていくには､｢読み｣｢書き｣の能力

｢右脳と左脳の 分離-協応 ｣の発達＝ が基礎に必要『 』 ラテラリティーの発達

【岩田誠・監修：脳のすべてがわかる本,p33,ナツメ社,2011】

【岩田誠・監修：脳のすべてがわかる本,p154,ナツメ社,2011】
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え～っ､こんなにあるの？Ｂ： ために必要な発達の諸能力……｢書く｣

１． ／目の前のノート等への､ (興味･関心･好奇心) 機能注意力 ｢注意 を向け続ける｣

～元々､読むことに興味が持てない知能だったら論外だけど､｢覚醒レベルが下がっている｣と……

～見えない､見にくいといった視力障害があれば論外だけど､｢視覚の過敏さがある｣と……

２． ／ とノート等に､眼軸(視軸)を向ける＝ (脳の ) 機能目の向き 自分の手 ｢動眼系 ｣ネットワーク

３． ／目の前の文字に､｢焦点を合わせる(水晶体の厚み調整)｣機能焦点合わせ

～そもそも､強度の近視･遠視･乱視などの｢屈折異常｣があれば､メガネなどの対応が必要です

４． ／文字という図形の､ (図と地の弁別,上下左右の知覚 etc) 機能視空間認知 ｢視知覚 ｣

～知的な問題がなくても､｢ボディーイメージが未発達｣だと……

→自分の体(ボディー)を基軸にした､｢輪郭把握｣や｢上下･左右･前後｣といった位置や向きの認知

※ 中でも､ (宇佐川用語)の発達は重要 ……書き始めの位置･線の長さ･交わり方の知覚細部知覚
⬆
⬇

(宇佐川用語)の発達も､｢書体｣や｢字のバランス｣把握には必要ではある全体知覚

５． ／始点(書き始め)のポインティングに始まる 学習筆順の把握 ｢運筆の手順｣
⬇

手先･指先の 機能｢運動企画(Motor planning)｣
⬇

｢ボディー･イメージ｣それを支えている機能が､手先･指先の

｢運筆の自動化 ｣※ ただし､実用的な書字に至るためには､ (いちいち考えなくても手先が動くこと)

運筆が自動化しにくくなるが必要ではあるが､手先･指先のボディーイメージが未発達だと､

あるいは､ (角張ったひらがなや超ヘタな字) が定着崩れた書体 のままでの自動化

６． ／中でも｢親指側と小指側を別々に＆連携させてる動き｣が重要手先･指先の巧緻動作
⬇ ⬇ ⬇

｢橈側－尺側｣ の ｢分離－協応｣ 動作

【木村：発達障害の子の感覚遊び･運動遊び,講談社】

７． ／筆順に合わせた､眼軸(視軸)のトレース＝ (脳の ) 機能滑らかな追視 ｢動眼系 ｣ネットワーク

８． ／２画目への､眼軸(視軸)を瞬時に移動させる＝ (脳の ) 機能素早い追視 ｢動眼系 ｣ネットワーク
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９． と ／眼球運動や視知覚以上に､ を反映字の軸 文字列の基底線 ｢姿勢(≒正中軸)の安定｣

※ には､次の３つの機能が順に発達していくことが大切｢姿勢(≒正中軸)の安定｣

１）現在の姿勢の軸を維持し｢ 機能｣ 例）座らせてやると､何とか座っていることができる続ける

２）崩された姿勢の軸を元に｢ 機能｣ 例）座っているときに､グラッと揺れても倒れないもどす

３）戻せる範囲まで自ら軸を｢ 機能｣ ～この範囲を広げていく過程が｢姿勢-運動の発達｣くずす

10． ／これら活動を､何回も繰り返していくだけの 機能注意力 ｢注意の集中･持続｣

～そもそも､興味のない文章だったら論外だけど､｢覚醒レベルが下がっている｣と……

～見えない､見にくいといった視力障害があれば論外だけど､｢視覚の過敏さがある｣と……

～視覚以外でも｢過敏さ(音でビクビク･臭いでイライラ･触覚でゾゾ～ッ etc)がある｣と……

■第２章： を育てる発達支援策って？｢読み･書き｣

Ｏ： じゃぁダメ！｢出来ないこと｣を､ただ繰り返し･頑張らせるだけ

出来ない ( や )をワケ ｢ ｣原因 ｢ ｣理由➡ 見極めれば､ が見えてくる｢ ｣改善策

のではないだろうか？！

【木村：発達障害の子の読み書き遊びコミュニケーション遊び,P9,講談社】

Ａ： の問題が根底にあるならば……｢注意力｣

＝脳トレ１．強く激しいめの を用いて､ を上げる( 効果)平衡感覚 ｢覚醒｣ ジェットコースター

＝脳トレ２． で を整え､ のコントロール力を育てる平衡感覚 ｢姿勢の軸｣ ｢注意の向け処｣

※ 取り組みの例は､｢Ａ-１｣と同じなので省略

※ ただし､どういう跳ばせ方がベストなのかは､伸ばしたいテーマによって使い分けて

＝脳トレ３． に｢意識を向け続ける)｣定位反応｣を引き出すことで､ を育てる触覚 ｢注意力｣

【木村 順：発達障害のある子を理解して上手に育てる本,小学館】
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Ｂ： の問題が根底にあるるならば……｢目の動き(追視･注視など)｣

＝脳トレ１． 刺激による の発達を促し､｢注視･追視｣機能を育てる平衡感覚 ｢動眼系｣

【ＴＶを見ながらのバルンポリン･ジャンプ】

【ＴＶを見ながらの回転チェアー】

Ｃ： の問題が根底にあるならば……｢姿勢の維持･調整｣

＝脳トレ１． で､ を整え､｢字の軸｣や｢基底線｣を真っ直ぐに整える平衡感覚 ｢姿勢の軸｣

Ｄ： の問題が根底にあるならば……｢手先の器用さの発達｣

＝脳トレ１．｢手指での (＝ )｣によって､ を育てる｢探索活動｣ ｢器用に動く手｣触-運動知覚

【木村：発達障害のある子を理解して上手に育てる本,p58,小学館】

】 】【木村：発達障害のある子を理解して上手に育てる本,p59,小学館 【木村：発達障害のある子を理解して上手に育てる本,p60,小学館

＝脳トレ２．｢手指の ｣によって､ を育てる橈側-尺側の｢分離－協応｣動作 ｢上手な運筆機能｣

※ ｢運動プログラム｣としての位置づけになるのですが､今回は紙面の都合上割愛させていただきます

＝脳トレ３．｢手指の ｣を高めることで､ を育てるパワーグリップ機能 ｢上手な運筆機能｣

※ ｢運動プログラム｣としての位置づけになるのですが､今回は紙面の都合上割愛させていただきます
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付録： の機能と､｢平衡感覚(基礎感覚の一つ)｣との関係｢読み書き｣

※ 文中の｢前庭感覚｣は､｢平衡感覚｣と同義語

【木村順：発達障害の子の読み書き遊びコミュニケーション遊び,pp44～45,講談社,2011】を一部改変


